
●Nexus 6 から携帯マスターNXへのデータ読み込み手順 

 
【Nexus 6での操作】 
1. 「コンタクト」アプリを起動 
2. すべての連絡先画面で「メニュー」→「インポート/エクスポート」→「ストレージにエ
クスポート」 
3. 「連絡先をエクスポートしますか？」→「OK」 
 
Nexus 6には以下のような形で保存がされます。 
/storage/emulated/0/00001.vcf 
 
 
【携帯マスターNXでの操作】 
1. Nexus 6を USBケーブルにて、パソコンに接続 

 
2. 「携帯マスターNX」を起動 

 
3. 「携帯電話追加」ボタンをクリック 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
4. 「携帯電話選択」画面が表示され、「Google Android Nexus 6」が選択されていること
を確認したうえで、「OK」ボタンをクリック 

 
 

5. 「携帯電話選択」画面で、「Google Android Nexus 6」を選択したうえで、「OK」ボタ
ンをクリック 

 

 
6. 「一括での読み込みはできませんので、各機能ごとに読み込みを行ってください。」画
面で「OK」ボタンをクリック 

 



7. 「接続している機種は、MTPモードで接続されています。」画面が表示されるので、内
容を確認したうえで「OK」ボタンをクリック 

 

 
8. 「エクスプローラー」画面が表示されるので、デバイスとドライブにある「Nexus 6」
をダブルクリック 

 
 
 
 



9. 「内部ストレージ」が表示されるので、「内部ストレージ」フォルダを表示 

 
 
10. 「内部ストレージ」フォルダ内の「00001.vcf」をパソコンのデスクトップへコピー 

 
 



11. 「携帯マスターNX」の「インポート/エクスポート」ボタンをクリック 

 
 
12. 「インポート/エクスポート」が表示されるので、「インポート」を選択し「次へ」をク
リック 

 
 
 
 
 



13. 「機能選択」画面が表示されるので、「次へ」をクリック 

 

 
 
14. 「処理選択」画面が表示されるので、「vCard形式ファイル（C）」を選択し、ファイル
名欄にある「フォルダ」アイコンをクリック 

 
 
 



15. 「ファイルを開く」画面が表示されるので、「00001.vcf」を選択し「開く」ボタンをク
リック 

 

 
16. 「処理選択」画面が表示されるので、「次へ」をクリック 

 



17. 「携帯電話選択」画面が表示されるので「次へ」をクリック 

 
 
18. 「インポート・エクスポートウィザード完了」画面が表示されるので「完了」をクリッ
ク 

 

以上で読み込みが完了しました。 
 



●携帯マスターNXからNexus 6 へのデータ書き込み手順 

 
【携帯マスターNXでの操作】 
1. 「書き込み」ボタンをクリック 

 
 

2. 「接続している機種は、MTPモードで接続されています。」画面が表示されるので、内
容を確認したうえで「OK」ボタンをクリック 

 
 

3. エクスプローラーが起動し、そのフォルダ内に Nexus 6 用に作成された KMX から始
まる vCard形式ファイルが表示されるので、デスクトップに vCard形式ファイルをコ
ピー ※複数ある場合には更新日時が一番新しいものをコピーします。 

 



 
4. エクスプローラーを起動して「コンピューター」→「デバイスとドライブ」にある「Nexus 

6」をダブルクリック 

 
 

5. 「内部ストレージ」が表示されるので、「内部ストレージ」フォルダを開く 

 
 



 
6. デスクトップに保存した手順 3の vCard形式ファイルを、手順 5で開いたNexus 6の
「内部ストレージ」フォルダにコピー 

 
 

7. ドラッグした後、「xxxxxx.VCFをデバイスにコピーしてよろしいですか？」画面が表示
されるので、「はい」をクリック。 

 
 
以上で「Nexus 6」へファイルがコピーされました。 

  



【Nexus 6での操作】 
1. 「コンタクト」アプリを起動 
2. すべての連絡先画面で「メニュー」→「インポート／エクスポート」→「ストレージか
らインポート」をタップ 

3. （端末側に vCardファイルが複数ある場合）「vCardファイルを選択」→「vCardファ
イルを 1つインポート」にラジオボタンを設定し、「OK」をタップ 

4. 「vCard ファイルを選択」画面にて Nexus6 用に作成された KMX から始まる vCard
形式ファイルを選択→「OK」 

 
以上で書き込みが完了しました。 
 
 
 
※ 説明および画面はWindows 8.1での操作を元に表記しております。 

 


